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年

　本会議では、各会派から次の25人の議員
が質疑・質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは異なります。）
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藤　元　聡　美
山　内　涼　成
大　石　正　信
三　宅　まゆみ
白　石　一　裕
松　岡　裕一郎
木　畑　広　宣
村　上　幸　一
奥　村　祥　子
渡　辺　修　一
岡　本　義　之
讃　井　早智子
村　上　さとこ
高　橋　　　都
出　口　成　信　　　
吉　村　太　志
宮　﨑　吉　輝
中　村　義　雄
浜　口　恒　博
河　田　圭一郎
福　島　　　司
荒　川　　　徹　　　　　
上　野　照　弘
中　島　隆　治
冨士川　厚　子　
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視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版
CD（※）、音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。

聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話
通訳者の派遣先を紹介しています。事前にお問い合わせください。

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課 ☎582-2621　FAX 561-1021

【問い合わせ先】 市議会事務局政策調査課 
　　　　　　　 ☎582-2632　FAX 582-2685

可決した意見書
　市議会では、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を求
める等のため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。
　今定例会では７件の意見書を可決しました。
　その件名の一部をご紹介します。
無戸籍問題の解消を求める意見書
放課後児童クラブの質の確保を求める意見書

○
○

北九州市子どもを虐待から守る条例を可決！

「カフェトークin北九州 ～議員とまちを語ろう～」 を開催！

　昨今頻発している子どもへの虐待は、その健やかな成長に影響を与える人権侵害であり、市、地域住民、保護者及び関係機関が連携して、虐待から
子どもを守ることが求められています。このような中、議会としても、議員提案による条例を制定することで、子どもを虐待から守るという議会の意思を
明確にし、市民の意識を高めていくことが大事であると考え、全ての会派から選出された議員により平成30年7月26日に「子どもを虐待から守る条例
プロジェクトチーム」を設置しました。
　このプロジェクトチームで１１回にわたる検討を行った後、条例素案を保健病院委員会に引き継ぎました。保健病院委員会ではさらにパブリックコメ
ントの実施や条例素案の審査を行い、条例案をとりまとめて12月定例会において全会一致で可決しました。

　平成30年10月28日(日)、小倉北区砂津のチャチャタウン小倉において、市民の皆さんに市議会をもっと身近に感じてもらうことを目的に、本市の課
題の一つである「人口減少」をテーマにしたトークイベントを北九州青年会議所と共催で開催しました。基調講演後、市議会を代表して登壇した議員と
地元愛を持った若者によるパネルディスカッションや、来場者との意見交換会などが行われました。
　当日は、秋晴れのもと、多くの来場者にお越しいただき、若者からの政策提案や厳しい意見などに対して、議員も熱心に答えていました。

請願・陳情の審議結果
　平成30年12月定例会では、請願1件、陳情5件が提出され、いずれも
継続審査となりました。

　こ
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、本
会
議
で

の
質
疑・質
問
と
答
弁
の
要
約
し
た
も
の

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　詳
細
な
会
議
録
は
、3
月
上
旬
以
降
、市

立
文
書
館
、中
央
図
書
館
、門
司
・
小
倉

南・若
松・八
幡・八
幡
西・戸
畑
図
書
館
、

市
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

1
月
下
旬
か
ら
会
議
録（
速
報
版
）が
掲
載

さ
れ
ま
す
。な
お
、会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

で
の
閲
覧
は
、3
月
下
旬
頃
と
な
り
ま
す
。

本会議での質疑・質問と答弁ミ
ク
ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム

北
九
州
の
活
用

健
康
づ
く
り
の
推
進

1～3面

4面

本会議での質疑・質問と答弁

本会議での質問と答弁

「カフェトークin北九州 
～議員とまちを語ろう～」 を開催！
可決した意見書 など

北九州市子どもを虐待から守る条例
を可決！

主
な
内
容

門司港レトロ地区のイルミネーション（平成31年3月17日まで開催中）

１２月
定例会が
開かれました

　
　
　
　
　
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
女
子

　
　
　
　
　
セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
の
成

果
及
び
３
年
連
続
で
誘
致
に
つ
な
が
っ

た
要
因
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
同
大
会
の
２
年
連
続
開
催

　
　
　
　
　
を
通
じ
て
、
世
界
一
流
の

プ
レ
ー
を
直
に
観
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
や
意
欲
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
な

ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

　
平
成
３１
年
４
月
に
３
回
目
の
開
催
が

決
定
し
た
要
因
と
し
て
は
、
過
去
の
大

会
な
ど
を
通
じ
て
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

得
ら
れ
、
運
営
や
広
報
、
学
校
交
流
事

業
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
が
円
滑
に

行
わ
れ
た
こ
と
、
ス
タ
ジ
ア
ム
が
新
幹

線
駅
に
近
く
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
主
催
者
に
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
具
体
的
な
成
果
と
課
題
、

　
　
　
　
　
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
未
来
人
材
支
援
事
業
は
、

　
　
　
　
　
大
学
新
卒
者
等
の
優
秀
な

人
材
確
保
を
目
的
に
、
市
が
認
定
す
る

企
業
へ
の
就
職
と
市
内
定
住
を
条
件
に

奨
学
金
の
返
還
を
最
大
５４
万
円
支
援
す

る
も
の
で
あ
る
。
開
始
し
た
平
成
29
年

度
は
、
３０１
名
の
応
募
が
あ
り
、
最
終
的

に
２０４
名
が
認
定
企
業
に
就
職
し
、
そ
の

う
ち
市
外
出
身
者
が
９３
名
を
占
め
て
い

る
。
市
内
大
学
の
地
元
就
職
者
数
も
前

年
比
で
６１
名
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
事

業
に
よ
る
一
定
の
効
果
が
あ
り
、
社
会

動
態
の
改
善
に
寄
与
し
た
と
考
え
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
事
業
の
内
容
や
利

用
方
法
が
学
生
に
十
分
に
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
学
生
と
認
定
企
業
と
を
直
接
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
専
任
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

立
て
、
企
業
の
魅
力
や
強
み
を
学
生
と

市
内
大
学
就
職
担
当
者
に
直
接
ア
ピ
ー

ル
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と
も

　
　
　
　
　
連
携
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
幅
広
い
年
代

　
　
　
　
　
の
市
民
に
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
平

成
３０
年
９
月
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
「
ＧO

！

ＧO

！
あ
る
く
っ
ち
ゃ
Ｋ
ｉ
ｔａ
Ｑ
」
を

リ
リ
ー
ス
し
た
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、
歩
数
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
景
品
が
当

た
る
抽
選
に
参
加
で
き
る
も
の
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
方
に
は
手
軽
に
参

加
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
市

民
の
健
康
管
理
ツ
ー
ル
と
し
て
幅
広
い

活
用
の
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
等
の
利
用
や
健
康
づ
く
り
関

連
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ア
プ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
こ
と
な
ど
の

検
討
を
行
う
。

　
　
　
　
　
高
さ
３ｍ
以
上
の
人
工
が

　
　
　
　
　
け
で
人
家
２
戸
以
上
の
場

合
は
、
が
け
崩
れ
対
策
を
本
市
で
独
自

に
行
う
べ
き
。

　
　
　
　
　
平
成
３０
年
の
豪
雨
災
害
を

　
　
　
　
　
受
け
、
県
は
自
然
が
け
の

高
さ
が
５ｍ
以
上
、
人
家
５
戸
以
上
の

箇
所
で
対
策
を
実
施
す
る
「
災
害
関
連

緊
急
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
」
を
市

内
７
箇
所
で
行
う
。
こ
れ
に
加
え
、
本

市
で
は
自
然
が
け
の
高
さ
が
５ｍ
以
上
、

人
家
２
戸
以
上
４
戸
以
下
の
箇
所
で
対

策
を
実
施
す
る
「
災
害
関
連
地
域
防
災

が
け
崩
れ
対
策
事
業
」
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
国
・
県
が
事

業
費
の
９
割
を
負
担
す
る
財
政
面
で
も

大
変
有
利
な
事
業
で
あ
り
、
最
終
的
な

事
業
実
施
箇
所
は
３０
箇
所
程
度
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
人
工
が
け
対
策
を
独
自
に
行
う
こ
と

は
、
既
に
自
ら
災
害
復
旧
し
た
方
と
の

公
平
性
に
欠
け
る
こ
と
や
新
た
に
多
額

な
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
困
難
と
考
え
て
い
る
。

議

　員

市

　長

未
来
人
材
支
援
事
業
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

児
童
虐
待
防
止

議

　員

市

　長

議

　員

保
健
福

祉
局
長

災
害
時
の
が
け
崩
れ
対
策

議

　員

市

　長

プロジェクトチームの奥村祥子座長から保健病院委員会の本田忠弘委員長に条例
素案の受け渡し（平成30年11月7日）

子どもを虐待から守る条例プロジェクトチームと保健病院委員会の議員

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
　
　
　
　
と
の
連
携
、
職
員
の
増
員

に
よ
り
、
安
全
確
認
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
体
制
整
備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
虐
待
通
告
が
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
際
、子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

や
区
子
ど
も
家
庭
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
、

４８
時
間
以
内
に
児
童
を
目
視
し
安
全
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
増
加
す
る
虐

待
通
告
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
同

セ
ン
タ
ー
で
は
初
期
対
応
専
門
ラ
イ
ン

の
設
置
や
児
童
福
祉
司
の
増
員
な
ど
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　
東
京
都
目
黒
区
の
事
件
を
受
け
、
国

で
は
平
成
３０
年
内
に
児
童
福
祉
司
増
員

な
ど
児
童
相
談
所
等
の
体
制
強
化
を
盛

り
込
ん
だ
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
本
市
も
国
の
動
き
と
連
動
し
、

さ
ら
な
る
体
制
強
化
を
図
り
た
い
。

　
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

と
の
連
携
は
、
他
都
市
の
状
況
等
も
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。

テーマ「人口減少について」
◆基調講演  「北九州市の人口動態について」

◆パネルディスカッション
●パネリスト

●コーディネーター

〈北九州市議会議員〉
（小倉北区）
（小倉北区）
（門司区）
（戸畑区）

北九州市立大学地域戦略研究所教授 南　博 氏

北九州市立大学地域戦略研究所教授 南　博 氏

佐藤　栄作
松岡裕一郎
奥村　直樹
荒川　　徹
〈北九州若者まちづくりサポーター〉

（九州大学１年）
（常磐高等学校３年）
（九州国際大学付属高等学校２年）
（小倉高等学校１年）

木村　紗彩さん
木元利早子さん
伊藤　尚希さん
榎本　咲子さん

このほか北九州市議会では、祝電や弔電の
自粛を申し合わせています。市民の皆様の
ご協力をお願いします。

市議会の虚礼廃止のご理解を！
公職選挙法では、次のことが禁止されています。

議員や後援会が寄附をしたり、有料のあいさつ広告を出すこと。
議員や後援会が儀礼的な祝儀、香典、供花を出すこと。
議員や後援会がお中元やお歳暮などをすること。
議員が暑中見舞いや年賀状などのあいさつ状を出すこと。
（自筆の答礼は除く。）
市民や団体が議員に寄附などを求めること。

●
●
●
●

●

　12月定例会が12月5日から12月12日ま
での8日間の会期で開かれました。
　市長から75件の議案が提出され、審議の
結果、すべての議案について原案のとおり
決定しました。また、議員から提出された議
案は11件で、うち8件を可決しました。
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市
民
や
関
係
者
、
関
係
団

　
　
　
　
　
体
の
意
見
を
聴
き
、
ゼ
ロ

か
ら
進
め
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
旧
八
幡
市
民
会
館
を
用
途

　
　
　
　
　
変
更
し
、
既
存
施
設
の
移

転
先
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し

た
結
果
、
近
い
将
来
大
規
模
な
改
修
工

事
が
必
要
に
な
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
及
び
収
蔵
庫
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
基
本
に
検
討
す
る
方
針
を
決
定
し
、

８
月
に
公
表
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、

コ
ン
セ
プ
ト
や
施
設
整
備
の
方
針
な
ど

を
定
め
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
声
や
施
設
管
理
を
委

託
し
て
い
る
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
の
意
見
な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
聴

い
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、
同
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
活
用
を
前
提
に
専
門
家
の
意

見
も
求
め
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
た
い
。

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
及
び
収
蔵
庫

の
移
転
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
着
実
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
中
央
町
地
区
に
お
け
る
地

　
　
　
　
　
区
別
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

の
議
論
を
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
に
策
定
し
た

　
　
　
　
　
八
幡
東
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
で
は
、中
央
町
地
区
は「
小
倉・黒
崎
・

戸
畑
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
、

地
元
の
人
が
元
気
に
生
涯
現
役
で
活
躍

で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
区
役
所
や

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
の
再
整
備
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
取
り
組
み
の
実
現
に
は
、
地
域
が
主

体
的
に
考
え
熟
度
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
地
域
と
市

が
協
働
し
て
「
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
」
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

中
央
町
地
区
で
は
平
成
３０
年
１２
月
に
１

回
目
の
検
討
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
、
１
〜
２
年
程
度
か

け
て
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
る
。
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専

門
家
の
派
遣
や
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
う

な
ど
、技
術
的
な
支
援
も
積
極
的
に
行
う
。

　
　
　
　
　
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み

　
　
　
　
　
の
高
齢
者
世
帯
が
生
活
行

動
の
中
で
困
っ
て
い
る
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
支
援
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
の
国
勢
調
査
で

　
　
　
　
　
は
市
内
全
世
帯
の
約
２６
％

が
高
齢
者
の
み
の
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
世
帯
の
困
り
ご
と
を
把
握
し

支
援
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
て

い
く
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

　
北
九
州
市
い
き
い
き
長
寿
プ
ラ
ン
で

も
「
高
齢
者
と
そ
の
家
族
、
地
域
が
つ

な
が
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的

に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

窓
口
相
談
な
ど
に
よ
り
高
齢
者
世
帯
の

困
り
ご
と
を
把
握
し
、
同
セ
ン
タ
ー
が

介
護
保
険
へ
の
つ
な
ぎ
や
民
生
委
員
・

福
祉
協
力
員
へ
の
見
守
り
依
頼
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

民
生
委
員
な
ど
が
連
携
・
協
力
し
、
高

齢
者
世
帯
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
着

実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
閉
店
後
の
フ
ロ
ア
は
ど
の

　
　
　
　
　
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

市
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
施
設
を
所
有
す
る
北
九
州

　
　
　
　
　
都
心
開
発
、
メ
イ
ト
黒
崎

と
は
、
毎
月
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

両
社
と
も
、
株
主
や
金
融
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
、
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
誘
致
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、
両
社

と
密
に
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
要

請
が
あ
れ
ば
県
や
商
工
会
議
所
と
連
携

し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
黒
崎
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆

様
か
ら
集
客
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
要

望
書
を
い
た
だ
い
た
。
市
は
、
こ
れ
ま
で

大
型
商
業
施
設
の
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
地
元
の
要
請
を
受
け
て
、
前
向
き

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
商
業
者
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
一
緒
に
汗
を
か
い
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法
の
改

　
　
　
　
　
正
に
基
づ
く
地
域
協
議
会

設
置
に
つ
い
て
現
状
と
今
後
の
見
通
し

を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法
に
基

　
　
　
　
　
づ
い
て
当
事
者
と
家
族
を

地
域
社
会
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ば
さ
の
設
置
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、「
サ
ポ
ー

ト
フ
ァ
イ
ル
り
あ
ん
」
の
作
成
な
ど
専
門

技
術
的
な
支
援
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、

つ
ば
さ
主
催
の
講
演
会
な
ど
を
通
し
て

普
及
に
努
め
て
き
た
。

　
平
成
３０
年
に
医
師
会
と
の
共
同
事
業

と
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
発
達
障
害
に
関
す
る
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
普
及
に
つ
い
て
議
論
を
開
始

し
た
。
今
後
は
、
事
例
検
討
会
を
行
い
、

発
達
障
害
の
特
性
を
踏
ま
え
た
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
平
成

３０
年
度
末
を
目
途
に
地
域
協
議
会
に
再

編
・
拡
充
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
日
本
新
三
大
夜
景
都
市
の

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
事
業
内
容

の
骨
格
と
予
算
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
皿
倉
山
、
高
塔

　
　
　
　
　
山
な
ど
６
つ
の
「
日
本
夜

景
遺
産
」
や
「
工
場
夜
景
ク
ル
ー
ズ
」

な
ど
豊
富
な
夜
景
観
光
資
源
を
有
し
て

い
る
。
日
本
新
三
大
夜
景
都
市
認
定
後

も
若
戸
大
橋
を
朱
色
に
照
ら
す
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
な
ど
美
し
い
夜
景
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

　
今
回
の
認
定
の
機
会
を
捉
え
、
関
係

部
署
に
よ
る
戦
略
会
議
を
行
い
、
新
た

な
企
画
を
検
討
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

夜
景
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
掘
り
起
し
や
磨

き
上
げ
、
観
光
客
誘
致
に
向
け
た
夜
景

を
活
用
し
た
旅
行
商
品
の
企
画
、
商
業

施
設
と
連
携
し
た
夜
景
観
光
資
源
の
充

実
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
骨

格
と
し
て
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め
、

実
施
に
結
び
つ
け
た
い
。

　
　
　
　
　
災
害
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

　
　
　
　
　
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
・
協
働

す
る
た
め
に
平
時
か
ら
顔
の
見
え
る
関

係
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
で

　
　
　
　
　
は
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
の
環
境
整
備
を
進
め
る
た

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
団
体
と

連
携
し
、
教
育
や
研
修
・
訓
練
な
ど
総

合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
青
年
会
議
所
、
連
合
北
九
州
な
ど

と
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
、

協
定
に
基
づ
き
行
政
や
各
団
体
の
職
員

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

運
営
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
７
月
の
豪
雨
災
害
の
被
災

者
支
援
で
は
、
各
団
体
か
ら
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
な
ど
、
多
大

な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力

し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の

連
携
を
深
め
た
い
。

　
　

　
　
　
　
　
条
約
の
認
知
を
広
め
る
た

　
　
　
　
　
め
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
１８

　
　
　
　
　
歳
未
満
の
全
て
の
人
の
保

護
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
我
が
国
も

１
９
９
４
年
に
批
准
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、「
元
気
発
進
！
北
九
州

プ
ラ
ン
」
の
中
で
条
約
の
趣
旨
に
合
致

す
る
「
子
ど
も
の
が
ん
ば
る
姿
、
ほ
め
て
、

認
め
て
、
は
げ
ま
し
ま
す
」
と
いっ
た
家

庭
や
地
域
で
の
約
束
事
を
広
め
る
活
動

を
推
進
し
、
様
々
な
周
知
・
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
２８
年
に
改
正
さ
れ
た
児
童
福
祉

法
で
は
、
全
て
の
児
童
が
条
約
の
精
神

に
の
っ
と
り
適
切
に
養
育
さ
れ
る
こ
と
な

ど
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
、

子
ど
も
の
権
利
を
擁
護
し
、
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
に
配
慮
す
る
「
子
ど
も
が

主
体
の
視
点
」
を
も
っ
て
、
施
策
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
・
若
者
応
援
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
相
談
室
を
増
や
す
べ
き
。

　
　
　
　
　「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ（
エ
ー
ル
）」
で

　
　
　
　
　
は
、
相
談
に
訪
れ
た
若
者

に
対
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
や

思
い
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
自
立
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
臨

床
心
理
士
等
の
資
格
を
有
す
る
相
談
員

３
名
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
の
４
名

の
体
制
で
、
２
つ
の
相
談
室
で
相
談
・

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
日
は
、
相

談
者
の
希
望
を
伺
っ
て
決
め
て
お
り
、

希
望
日
か
ら
数
日
程
度
お
待
た
せ
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
概
ね
希
望
ど
お
り
設

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
現
時
点
で
は
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
や
相
談
室
の
増

設
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
も
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
対
応

し
た
い
。

　
　
　
　
　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

　
　
　
　
　
援
総
合
事
業
の
実
績
と
評

価
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
の
介
護
予
防
・
生
活

　
　
　
　
　
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
は
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
平
成
２８
年
１０
月
か
ら
開
始
し

た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
等
に
よ
る
短
期
集
中
予
防
型
サ
ー
ビ

ス
は
平
成
３０
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
事

業
を
開
始
し
た
。

　
実
績
は
、
平
成
３０
年
１０
月
末
時
点
で
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
が
事
業
所
数
４３８
箇
所

で
利
用
者
数
が
５
２
０
１
人
、
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
が
事
業
所
数
５１９
箇
所
で
利
用

者
数
が
５
２
４
２
人
で
あ
る
。
短
期
集

中
予
防
型
に
つ
い
て
は
市
内
８
箇
所
で

前
期
後
期
そ
れ
ぞ
れ
約
５０
名
の
参
加
者

で
実
施
し
て
い
る
。
利
用
者
数
は
順
調

に
伸
び
て
お
り
、
円
滑
に
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、

事
業
の
担
い
手
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
市
営
渡
船
小
倉
航
路
で
は

　
　
　
　
　
精
神
障
害
者
に
対
し
て
普

通
乗
船
券
で
の
割
引
は
な
い
。
早
急
に

改
善
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
精
神
障
害
者
で
小
倉
航
路

　
　
　
　
　
を
日
常
的
に
利
用
す
る
方

に
対
し
て
は
、
申
請
に
よ
り
運
賃
が
無

料
と
な
る
特
別
乗
船
定
期
券
を
平
成
１７

年
か
ら
発
行
し
て
い
る
。

　
精
神
障
害
者
の
普
通
運
賃
に
つ
い
て

は
、
平
成
２８
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者

差
別
解
消
法
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
検
討

し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
、
国
や
県
の

助
言
を
受
け
、
平
成
３０
年
３
月
に
策
定

し
た
小
倉
航
路
改
善
計
画
に
「
未
対
応

の
障
害
者
運
賃
（
精
神
障
害
者
）
の
導

入
な
ど
」
を
進
め
る
こ
と
を
明
記
し
減

免
の
方
向
性
を
示
し
た
。
現
在
導
入
の

た
め
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
島
民
の
足
と
し
て
、
ま
た
島

に
訪
れ
る
訪
問
客
の
た
め
、
安
全
で
快

適
な
渡
船
の
運
航
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
働
き
な
が
ら
不
妊
治
療
を

　
　
　
　
　
継
続
で
き
る
よ
う
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
「
北

　
　
　
　
　
九
州
市
女
性
活
躍
・
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
協
議
会
」
を

中
心
に
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
事
業
主
に
働
き
か
け
て
き

た
。
平
成
３０
年
１１
月
の
「
北
九
州
イ
ク

ボ
ス
同
盟
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加

企
業
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
仕
事
と
不
妊
治

療
の
両
立
の
た
め
に
」
を
配
布
す
る
と

と
も
に
、
イ
ク
ボ
ス
同
盟
加
盟
企
業
・

団
体
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

ま
た
、
助
産
師
が
妊
娠
や
出
産
に
関
す

る
相
談
に
専
用
の
電
話
で
応
じ
る
「
妊

娠
相
談
ほ
っ
と
ナ
ビ
」
を
設
置
し
、
仕

事
と
不
妊
治
療
の
両
立
に
つ
い
て
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
従
業
員
が
不
妊
治

療
中
で
あ
る
こ
と
を
企
業
に
伝
え
る「
不

妊
治
療
連
絡
カ
ー
ド
」
の
利
用
を
促
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
台
湾
定
期
便
が
１０
月
に
就

　
　
　
　
　
航
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
起
業
家
の

交
流
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、「
北
九
州
ス
タ

　
　
　
　
　
ー
ト
ア
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
」
の
運
営
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

に
よ
り
、「
日
本
一
起
業
家
に
優
し
い
ま

ち
」
を
目
指
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
起
業

を
応
援
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、
個
別
の

起
業
家
に
寄
り
添
っ
た
顔
の
見
え
る
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
中
国
・
深
セ
ン
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
着
実
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ

て
い
る
。

　
海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
交
流
は

本
市
の
起
業
家
に
様
々
な
刺
激
を
も
た

ら
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
も
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
台
湾
便
就

航
を
追
い
風
に
ど
う
い
う
交
流
や
連
携

が
で
き
る
の
か
、
台
湾
に
詳
し
い
起
業

家
も
交
え
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
社
会
実
験
と
し
て
皿
倉
山

　
　
　
　
　
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
夜
間
運

行
を
通
年
で
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
皿
倉
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、

　
　
　
　
　
土
・
日
・
祝
日
、
大
型
連

休
中
や
夏
休
み
な
ど
、
合
わ
せ
て
年
間

約
１６０
日
間
で
午
後
１０
時
ま
で
の
夜
間
運

行
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
結
果
、
夜
間
運
行
の
利
用
者
は
、

全
体
の
３０
％
を
超
え
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
以
外
の
平
日
に
夜
間
運
行
を
行
う
こ

と
は
更
な
る
利
用
者
の
拡
大
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

　
夜
間
運
行
日
を
増
や
す
に
あ
た
り
、

新
た
に
必
要
と
な
る
乗
務
員
や
駅
員
の

確
保
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
運
行
す
る
皿
倉
登
山

鉄
道
株
式
会
社
と
と
も
に
、
観
光
客
を

増
や
す
努
力
と
並
行
し
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
提
案
の
試
験
的
な
夜
間
運

行
に
よ
り
ニ
ー
ズ
や
効
果
の
測
定
を
行

い
、
夜
間
運
行
日
の
増
加
に
取
り
組
み

た
い
。

　
　
　
　
　
商
業
活
性
化
懇
話
会
の
課

　
　
　
　
　
題
や
成
果
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
黒
崎
地
区
で
は
中
心
市
街

　
　
　
　
　
地
活
性
化
基
本
計
画
終
了

後
、
平
成
２６
年
度
か
ら
商
店
街
や
大
型

店
、
市
な
ど
で
構
成
す
る
商
業
活
性
化

懇
話
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
意
見
交

換
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

中
で
夜
の
飲
食
店
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
が
、

昼
間
を
中
心
と
し
た
店
舗
の
集
客
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
商
店
主
が
講
師
と
な
っ
て
専

門
店
な
ら
で
は
の
知
識
や
コ
ツ
を
教
え

る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
の
開
催
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
、
平
成
３０
年
２
月
に
第
１
回

を
開
催
し
、
２４
店
舗
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
「
黒

崎
こ
ど
も
商
店
街
」や「
黒
崎
マ
ル
シ
ェ
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
な
ど
、

様
々
な
方
が
担
い
手
と
な
っ
て
街
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
動
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
海
外
に
向
け
て
地
域
の
祭

　
　
　
　
　
り
を
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
の
一
助
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
に
は
、
戸
畑
祇
園
大

　
　
　
　
　
山
笠
行
事
や
参
加
型
の
わ

っ
し
ょ
い
百
万
夏
ま
つ
り
な
ど
の
祭
り
が

あ
り
、
外
国
人
や
多
く
の
観
光
客
誘
致

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

多
言
語
に
対
応
し
た「
北
九
州
シ
テ
ィ
」

や
「
た
び
な
び
」
な
ど
の
目
的
別
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
代
表
的
な
祭
り
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
一
方
、
地
域
の
祭
り
も
、
外
国
人
観

光
客
の
需
要
は
十
分
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
各
地
で
自
治
会
単
位
の
祭
り
や
商

店
街
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
中
心
と
し

た
マ
ル
シ
ェ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の

外
国
人
観
光
客
誘
致
は
、
日
本
の
文
化

に
触
れ
る
よ
い
機
会
で
あ
り
、
主
催
者

の
意
向
に
沿
っ
て
情
報
発
信
に
協
力
し

た
い
。

　
　
　
　
　
今
後
も
九
州
電
力
が
出
力

　
　
　
　
　
制
御
を
行
え
ば
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
推
進
事
業
に
重
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

　
　
　
　
　
大
幅
に
普
及
し
た
こ
と
で
、

電
気
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
大
規
模

停
電
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
需
要

が
減
少
す
る
１０
月
と
１１
月
の
休
日
に
九

州
電
力
に
よ
る
出
力
制
御
が
行
わ
れ
た
。

国
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
出
力
制

御
量・時
間
の
見
通
し
を
周
知
し
て
お
り
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
開
始
す
る
事

業
者
は
出
力
制
御
の
見
通
し
を
踏
ま
え

た
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

九
州
電
力
と
再
エ
ネ
事
業
者
は
出
力
制

御
訓
練
を
複
数
回
実
施
し
、
連
携
強
化

に
も
努
め
て
い
る
。

　
本
市
は
、
響
灘
地
区
に
風
力
発
電
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
集
積

を
図
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
推
進

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
量
政
令
市
ト
ッ
プ
を

目
指
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
教
育
予
算
の
拡
充
を
含
め

　
　
　
　
　
た
教
育
行
政
に
対
す
る
見

解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
の
市
長
就
任
以

　
　
　
　
　
来
、
中
学
校
完
全
給
食
の

実
施
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
な

ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
、

教
育
委
員
会
と
協
議
し
、
大
規
模
改
修

等
の
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
な
ど
を
進

め
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
が
、
教
員

の
確
保
や
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
業
務
改
善
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。ま
た
、英
語
教
育
早
期
化
・

教
科
化
へ
の
対
応
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
な
ど
に
も
、
適
切
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
視
点
を

踏
ま
え
た
学
校
教
育
な
ど
を
し
っ
か
り

進
め
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
教
員
が
よ

か
っ
た
と
思
え
る
環
境
整
備
の
た
め
、

必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
現
時
点
で
危
険
度
が
高
い

　
　
　
　
　
と
判
断
さ
れ
た
５２１
件
の
空

き
家
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
空
き
家
を
放
置
し
て
い
る

　
　
　
　
　
所
有
者
等
へ
の
対
応
は
、

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
倒
壊
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
保

安
上
危
険
な
状
態
で
あ
る
空
家
等
を

「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
し
、
勧
告
や

命
令
、
代
執
行
な
ど
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
勧
告
を
行
っ
た
「
特
定
空
家
等
」
の

敷
地
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
住

宅
用
地
の
特
例
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
既
に
６
件
に
つ
い
て
勧

告
し
て
い
る
。
加
え
て
、
命
令
違
反
し

た
者
に
は
過
料
を
課
す
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
命

令
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
応
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
１
件
は
、
代
執
行
を
実
施

し
た
。

　
今
後
も
、
法
的
な
措
置
を
講
じ
る
な

ど
必
要
な
対
応
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　
　
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
取

　
　
　
　
　
り
組
み
の
中
で
、
障
害
者

の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
を
掲
げ
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
３０
年
８
月
、２
０
２
０

　
　
　
　
　
年
の
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都

市
」
の
国
内
都
市
に
選
定
さ
れ
、
伝
統

芸
能
や
文
学
、
現
代
ア
ー
ト
、
メ
デ
ィ

ア
芸
術
な
ど
様
々
な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン

ト
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
中
の
重
要
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

障
害
の
あ
る
人
の
文
化
芸
術
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
音
楽
や
絵
画

な
ど
の
発
表
の
場
を
提
供
し
、
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
広
げ
る
「
障
害
者
芸
術

祭
」
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
活
動
支
援

や
市
民
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
東
ア
ジ
ア
文

化
都
市
で
も
、
障
害
の
あ
る
人
と
健
常

者
が
共
に
文
化
芸
術
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
な
視
点
を
踏
ま
え
、検
討
を
進
め
た
い
。

　電
力
会
社
が
発
電
事
業
者
に
発
電
設
備

か
ら
の
出
力
停
止
ま
た
は
抑
制
を
要
請
し
、

出
力
量
を
管
理
す
る
制
度
。

＊
出
力
制
御

＊

次回の定例会の日程は、市議会ホームページでご確認ください。
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市
民
や
関
係
者
、
関
係
団

　
　
　
　
　
体
の
意
見
を
聴
き
、
ゼ
ロ

か
ら
進
め
る
べ
き
。

　
　
　
　
　
旧
八
幡
市
民
会
館
を
用
途

　
　
　
　
　
変
更
し
、
既
存
施
設
の
移

転
先
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
検
討
し

た
結
果
、
近
い
将
来
大
規
模
な
改
修
工

事
が
必
要
に
な
る
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
及
び
収
蔵
庫
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
基
本
に
検
討
す
る
方
針
を
決
定
し
、

８
月
に
公
表
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
の
移
転
に
あ
た
っ
て
は
、

コ
ン
セ
プ
ト
や
施
設
整
備
の
方
針
な
ど

を
定
め
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
同
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
の
声
や
施
設
管
理
を
委

託
し
て
い
る
北
九
州
市
芸
術
文
化
振
興

財
団
の
意
見
な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
聴

い
て
い
き
た
い
。
併
せ
て
、
同
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
活
用
を
前
提
に
専
門
家
の
意

見
も
求
め
な
が
ら
丁
寧
に
進
め
た
い
。

　
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
及
び
収
蔵
庫

の
移
転
に
つ
い
て
は
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
着
実
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
中
央
町
地
区
に
お
け
る
地

　
　
　
　
　
区
別
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

の
議
論
を
今
後
ど
う
進
め
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２９
年
度
に
策
定
し
た

　
　
　
　
　
八
幡
東
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
で
は
、中
央
町
地
区
は「
小
倉・黒
崎
・

戸
畑
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
、

地
元
の
人
が
元
気
に
生
涯
現
役
で
活
躍

で
き
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
区
役
所
や

レ
イ
ン
ボ
ー
プ
ラ
ザ
の
再
整
備
な
ど
に

取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
取
り
組
み
の
実
現
に
は
、
地
域
が
主

体
的
に
考
え
熟
度
を
高
め
て
い
く
こ
と

が
不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
、
地
域
と
市

が
協
働
し
て
「
地
区
別
ま
ち
づ
く
り
プ

ラ
ン
」
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

中
央
町
地
区
で
は
平
成
３０
年
１２
月
に
１

回
目
の
検
討
委
員
会
を
開
催
す
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
、
１
〜
２
年
程
度
か

け
て
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
る
。
検
討
に

あ
た
っ
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
専

門
家
の
派
遣
や
デ
ー
タ
の
提
供
を
行
う

な
ど
、技
術
的
な
支
援
も
積
極
的
に
行
う
。

　
　
　
　
　
一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み

　
　
　
　
　
の
高
齢
者
世
帯
が
生
活
行

動
の
中
で
困
っ
て
い
る
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
支
援
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
平
成
２７
年
の
国
勢
調
査
で

　
　
　
　
　
は
市
内
全
世
帯
の
約
２６
％

が
高
齢
者
の
み
の
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
世
帯
の
困
り
ご
と
を
把
握
し

支
援
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
続
け
て

い
く
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

　
北
九
州
市
い
き
い
き
長
寿
プ
ラ
ン
で

も
「
高
齢
者
と
そ
の
家
族
、
地
域
が
つ

な
が
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的

に
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

窓
口
相
談
な
ど
に
よ
り
高
齢
者
世
帯
の

困
り
ご
と
を
把
握
し
、
同
セ
ン
タ
ー
が

介
護
保
険
へ
の
つ
な
ぎ
や
民
生
委
員
・

福
祉
協
力
員
へ
の
見
守
り
依
頼
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

民
生
委
員
な
ど
が
連
携
・
協
力
し
、
高

齢
者
世
帯
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
着

実
に
推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
閉
店
後
の
フ
ロ
ア
は
ど
の

　
　
　
　
　
よ
う
に
な
る
の
か
。
ま
た
、

市
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
施
設
を
所
有
す
る
北
九
州

　
　
　
　
　
都
心
開
発
、
メ
イ
ト
黒
崎

と
は
、
毎
月
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

両
社
と
も
、
株
主
や
金
融
機
関
と
協
議

し
な
が
ら
、
新
た
な
テ
ナ
ン
ト
誘
致
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き
続
き
、
両
社

と
密
に
情
報
交
換
を
行
い
な
が
ら
、
要

請
が
あ
れ
ば
県
や
商
工
会
議
所
と
連
携

し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
黒
崎
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
元
の
皆

様
か
ら
集
客
施
設
の
誘
致
に
つ
い
て
要

望
書
を
い
た
だ
い
た
。
市
は
、
こ
れ
ま
で

大
型
商
業
施
設
の
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
地
元
の
要
請
を
受
け
て
、
前
向
き

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
商
業
者
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
一
緒
に
汗
を
か
い
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法
の
改

　
　
　
　
　
正
に
基
づ
く
地
域
協
議
会

設
置
に
つ
い
て
現
状
と
今
後
の
見
通
し

を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
発
達
障
害
者
支
援
法
に
基

　
　
　
　
　
づ
い
て
当
事
者
と
家
族
を

地
域
社
会
で
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
、発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

つ
ば
さ
の
設
置
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

を
進
め
て
き
た
。
具
体
的
に
は
、「
サ
ポ
ー

ト
フ
ァ
イ
ル
り
あ
ん
」
の
作
成
な
ど
専
門

技
術
的
な
支
援
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、

つ
ば
さ
主
催
の
講
演
会
な
ど
を
通
し
て

普
及
に
努
め
て
き
た
。

　
平
成
３０
年
に
医
師
会
と
の
共
同
事
業

と
し
て
ア
セ
ス
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
発
達
障
害
に
関
す
る
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
普
及
に
つ
い
て
議
論
を
開
始

し
た
。
今
後
は
、
事
例
検
討
会
を
行
い
、

発
達
障
害
の
特
性
を
踏
ま
え
た
支
援
の

あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、
平
成

３０
年
度
末
を
目
途
に
地
域
協
議
会
に
再

編
・
拡
充
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
日
本
新
三
大
夜
景
都
市
の

　
　
　
　
　
Ｐ
Ｒ
に
向
け
た
事
業
内
容

の
骨
格
と
予
算
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
検

討
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
皿
倉
山
、
高
塔

　
　
　
　
　
山
な
ど
６
つ
の
「
日
本
夜

景
遺
産
」
や
「
工
場
夜
景
ク
ル
ー
ズ
」

な
ど
豊
富
な
夜
景
観
光
資
源
を
有
し
て

い
る
。
日
本
新
三
大
夜
景
都
市
認
定
後

も
若
戸
大
橋
を
朱
色
に
照
ら
す
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
な
ど
美
し
い
夜
景
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

　
今
回
の
認
定
の
機
会
を
捉
え
、
関
係

部
署
に
よ
る
戦
略
会
議
を
行
い
、
新
た

な
企
画
を
検
討
し
て
い
る
。具
体
的
に
は
、

夜
景
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
掘
り
起
し
や
磨

き
上
げ
、
観
光
客
誘
致
に
向
け
た
夜
景

を
活
用
し
た
旅
行
商
品
の
企
画
、
商
業

施
設
と
連
携
し
た
夜
景
観
光
資
源
の
充

実
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
骨

格
と
し
て
、
費
用
対
効
果
を
見
極
め
、

実
施
に
結
び
つ
け
た
い
。

　
　
　
　
　
災
害
時
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ

　
　
　
　
　
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
・
協
働

す
る
た
め
に
平
時
か
ら
顔
の
見
え
る
関

係
を
ど
の
よ
う
に
作
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
で

　
　
　
　
　
は
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
支
援
の
環
境
整
備
を
進
め
る
た

め
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
団
体
と

連
携
し
、
教
育
や
研
修
・
訓
練
な
ど
総

合
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
青
年
会
議
所
、
連
合
北
九
州
な
ど

と
災
害
時
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
、

協
定
に
基
づ
き
行
政
や
各
団
体
の
職
員

が
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置

運
営
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
７
月
の
豪
雨
災
害
の
被
災

者
支
援
で
は
、
各
団
体
か
ら
多
く
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
な
ど
、
多
大

な
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
後
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力

し
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の

連
携
を
深
め
た
い
。

　
　

　
　
　
　
　
条
約
の
認
知
を
広
め
る
た

　
　
　
　
　
め
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
の
権
利
条
約
は
１８

　
　
　
　
　
歳
未
満
の
全
て
の
人
の
保

護
と
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
促
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
我
が
国
も

１
９
９
４
年
に
批
准
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、「
元
気
発
進
！
北
九
州

プ
ラ
ン
」
の
中
で
条
約
の
趣
旨
に
合
致

す
る
「
子
ど
も
の
が
ん
ば
る
姿
、
ほ
め
て
、

認
め
て
、
は
げ
ま
し
ま
す
」
と
いっ
た
家

庭
や
地
域
で
の
約
束
事
を
広
め
る
活
動

を
推
進
し
、
様
々
な
周
知
・
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
平
成
２８
年
に
改
正
さ
れ
た
児
童
福
祉

法
で
は
、
全
て
の
児
童
が
条
約
の
精
神

に
の
っ
と
り
適
切
に
養
育
さ
れ
る
こ
と
な

ど
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
も
、

子
ど
も
の
権
利
を
擁
護
し
、
子
ど
も
の

最
善
の
利
益
に
配
慮
す
る
「
子
ど
も
が

主
体
の
視
点
」
を
も
っ
て
、
施
策
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
子
ど
も
・
若
者
応
援
セ
ン

　
　
　
　
　
タ
ー
「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
」
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
や
相
談
室
を
増
や
す
べ
き
。

　
　
　
　
　「
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ（
エ
ー
ル
）」
で

　
　
　
　
　
は
、
相
談
に
訪
れ
た
若
者

に
対
し
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
悩
み
や

思
い
を
丁
寧
に
聞
き
取
り
、
自
立
に
向

け
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
臨

床
心
理
士
等
の
資
格
を
有
す
る
相
談
員

３
名
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
１
名
の
４
名

の
体
制
で
、
２
つ
の
相
談
室
で
相
談
・

支
援
を
行
っ
て
い
る
。
相
談
日
は
、
相

談
者
の
希
望
を
伺
っ
て
決
め
て
お
り
、

希
望
日
か
ら
数
日
程
度
お
待
た
せ
す
る

場
合
も
あ
る
が
、
概
ね
希
望
ど
お
り
設

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
現
時
点
で
は
、

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
増
員
や
相
談
室
の
増

設
は
必
要
な
い
と
考
え
て
い
る
が
、
今

後
も
相
談
者
の
ニ
ー
ズ
に
丁
寧
に
対
応

し
た
い
。

　
　
　
　
　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

　
　
　
　
　
援
総
合
事
業
の
実
績
と
評

価
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
本
市
の
介
護
予
防
・
生
活

　
　
　
　
　
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
は
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
通
所
型
サ
ー
ビ
ス

が
あ
り
、
平
成
２８
年
１０
月
か
ら
開
始
し

た
。
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門

職
等
に
よ
る
短
期
集
中
予
防
型
サ
ー
ビ

ス
は
平
成
３０
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
事

業
を
開
始
し
た
。

　
実
績
は
、
平
成
３０
年
１０
月
末
時
点
で
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
が
事
業
所
数
４３８
箇
所

で
利
用
者
数
が
５
２
０
１
人
、
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
が
事
業
所
数
５１９
箇
所
で
利
用

者
数
が
５
２
４
２
人
で
あ
る
。
短
期
集

中
予
防
型
に
つ
い
て
は
市
内
８
箇
所
で

前
期
後
期
そ
れ
ぞ
れ
約
５０
名
の
参
加
者

で
実
施
し
て
い
る
。
利
用
者
数
は
順
調

に
伸
び
て
お
り
、
円
滑
に
事
業
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
は
、
高
齢
化
の
進
展
と
と
も
に
、

事
業
の
担
い
手
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
市
営
渡
船
小
倉
航
路
で
は

　
　
　
　
　
精
神
障
害
者
に
対
し
て
普

通
乗
船
券
で
の
割
引
は
な
い
。
早
急
に

改
善
す
べ
き
。

　
　
　
　
　
精
神
障
害
者
で
小
倉
航
路

　
　
　
　
　
を
日
常
的
に
利
用
す
る
方

に
対
し
て
は
、
申
請
に
よ
り
運
賃
が
無

料
と
な
る
特
別
乗
船
定
期
券
を
平
成
１７

年
か
ら
発
行
し
て
い
る
。

　
精
神
障
害
者
の
普
通
運
賃
に
つ
い
て

は
、
平
成
２８
年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者

差
別
解
消
法
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
検
討

し
て
き
た
。
こ
う
し
た
中
、
国
や
県
の

助
言
を
受
け
、
平
成
３０
年
３
月
に
策
定

し
た
小
倉
航
路
改
善
計
画
に
「
未
対
応

の
障
害
者
運
賃
（
精
神
障
害
者
）
の
導

入
な
ど
」
を
進
め
る
こ
と
を
明
記
し
減

免
の
方
向
性
を
示
し
た
。
現
在
導
入
の

た
め
の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
島
民
の
足
と
し
て
、
ま
た
島

に
訪
れ
る
訪
問
客
の
た
め
、
安
全
で
快

適
な
渡
船
の
運
航
に
努
め
た
い
。

　
　
　
　
　
働
き
な
が
ら
不
妊
治
療
を

　
　
　
　
　
継
続
で
き
る
よ
う
ど
の
よ

う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
本
市
は
、
こ
れ
ま
で
「
北

　
　
　
　
　
九
州
市
女
性
活
躍
・
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
推
進
協
議
会
」
を

中
心
に
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
事
業
主
に
働
き
か
け
て
き

た
。
平
成
３０
年
１１
月
の
「
北
九
州
イ
ク

ボ
ス
同
盟
」
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
参
加

企
業
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
仕
事
と
不
妊
治

療
の
両
立
の
た
め
に
」
を
配
布
す
る
と

と
も
に
、
イ
ク
ボ
ス
同
盟
加
盟
企
業
・

団
体
に
対
し
て
情
報
提
供
を
行
っ
た
。

ま
た
、
助
産
師
が
妊
娠
や
出
産
に
関
す

る
相
談
に
専
用
の
電
話
で
応
じ
る
「
妊

娠
相
談
ほ
っ
と
ナ
ビ
」
を
設
置
し
、
仕

事
と
不
妊
治
療
の
両
立
に
つ
い
て
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
従
業
員
が
不
妊
治

療
中
で
あ
る
こ
と
を
企
業
に
伝
え
る「
不

妊
治
療
連
絡
カ
ー
ド
」
の
利
用
を
促
す

こ
と
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
台
湾
定
期
便
が
１０
月
に
就

　
　
　
　
　
航
し
た
が
、
こ
れ
を
機
に

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
い
わ
れ
る
起
業
家
の

交
流
を
促
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、「
北
九
州
ス
タ

　
　
　
　
　
ー
ト
ア
ッ
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
会
」
の
運
営
な
ど
様
々
な
取
り
組
み

に
よ
り
、「
日
本
一
起
業
家
に
優
し
い
ま

ち
」
を
目
指
し
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
起
業

を
応
援
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

　
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、
個
別
の

起
業
家
に
寄
り
添
っ
た
顔
の
見
え
る
支

援
を
行
っ
て
お
り
、
中
国
・
深
セ
ン
へ
の

ビ
ジ
ネ
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
派
遣
の
実
施
な
ど

に
よ
り
、
着
実
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ

て
い
る
。

　
海
外
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
と
の
交
流
は

本
市
の
起
業
家
に
様
々
な
刺
激
を
も
た

ら
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
も
つ
な

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
台
湾
便
就

航
を
追
い
風
に
ど
う
い
う
交
流
や
連
携

が
で
き
る
の
か
、
台
湾
に
詳
し
い
起
業

家
も
交
え
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
社
会
実
験
と
し
て
皿
倉
山

　
　
　
　
　
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
夜
間
運

行
を
通
年
で
実
施
し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
皿
倉
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
は
、

　
　
　
　
　
土
・
日
・
祝
日
、
大
型
連

休
中
や
夏
休
み
な
ど
、
合
わ
せ
て
年
間

約
１６０
日
間
で
午
後
１０
時
ま
で
の
夜
間
運

行
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組

み
の
結
果
、
夜
間
運
行
の
利
用
者
は
、

全
体
の
３０
％
を
超
え
て
お
り
、
シ
ー
ズ

ン
以
外
の
平
日
に
夜
間
運
行
を
行
う
こ

と
は
更
な
る
利
用
者
の
拡
大
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

　
夜
間
運
行
日
を
増
や
す
に
あ
た
り
、

新
た
に
必
要
と
な
る
乗
務
員
や
駅
員
の

確
保
な
ど
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
を
運
行
す
る
皿
倉
登
山

鉄
道
株
式
会
社
と
と
も
に
、
観
光
客
を

増
や
す
努
力
と
並
行
し
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。
提
案
の
試
験
的
な
夜
間
運

行
に
よ
り
ニ
ー
ズ
や
効
果
の
測
定
を
行

い
、
夜
間
運
行
日
の
増
加
に
取
り
組
み

た
い
。

　
　
　
　
　
商
業
活
性
化
懇
話
会
の
課

　
　
　
　
　
題
や
成
果
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
黒
崎
地
区
で
は
中
心
市
街

　
　
　
　
　
地
活
性
化
基
本
計
画
終
了

後
、
平
成
２６
年
度
か
ら
商
店
街
や
大
型

店
、
市
な
ど
で
構
成
す
る
商
業
活
性
化

懇
話
会
を
定
期
的
に
開
催
し
、
意
見
交

換
や
勉
強
会
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の

中
で
夜
の
飲
食
店
は
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
が
、

昼
間
を
中
心
と
し
た
店
舗
の
集
客
が
進

ん
で
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
商
店
主
が
講
師
と
な
っ
て
専

門
店
な
ら
で
は
の
知
識
や
コ
ツ
を
教
え

る
「
ま
ち
ゼ
ミ
」
の
開
催
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
、
平
成
３０
年
２
月
に
第
１
回

を
開
催
し
、
２４
店
舗
が
参
加
し
た
。

　
ま
た
、
意
欲
の
あ
る
事
業
者
が
「
黒

崎
こ
ど
も
商
店
街
」や「
黒
崎
マ
ル
シ
ェ
」

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
展
開
す
る
な
ど
、

様
々
な
方
が
担
い
手
と
な
っ
て
街
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
動
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
海
外
に
向
け
て
地
域
の
祭

　
　
　
　
　
り
を
Ｐ
Ｒ
し
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
誘
致
の
一
助
と
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
に
は
、
戸
畑
祇
園
大

　
　
　
　
　
山
笠
行
事
や
参
加
型
の
わ

っ
し
ょ
い
百
万
夏
ま
つ
り
な
ど
の
祭
り
が

あ
り
、
外
国
人
や
多
く
の
観
光
客
誘
致

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

多
言
語
に
対
応
し
た「
北
九
州
シ
テ
ィ
」

や
「
た
び
な
び
」
な
ど
の
目
的
別
の
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
代
表
的
な
祭
り
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
一
方
、
地
域
の
祭
り
も
、
外
国
人
観

光
客
の
需
要
は
十
分
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
各
地
で
自
治
会
単
位
の
祭
り
や
商

店
街
や
ま
ち
づ
く
り
団
体
を
中
心
と
し

た
マ
ル
シ
ェ
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
る
。
地
域
の
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の

外
国
人
観
光
客
誘
致
は
、
日
本
の
文
化

に
触
れ
る
よ
い
機
会
で
あ
り
、
主
催
者

の
意
向
に
沿
っ
て
情
報
発
信
に
協
力
し

た
い
。

　
　
　
　
　
今
後
も
九
州
電
力
が
出
力

　
　
　
　
　
制
御
を
行
え
ば
、
地
域
エ

ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
推
進
事
業
に
重
大
な

悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

　
　
　
　
　
大
幅
に
普
及
し
た
こ
と
で
、

電
気
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
大
規
模

停
電
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
需
要

が
減
少
す
る
１０
月
と
１１
月
の
休
日
に
九

州
電
力
に
よ
る
出
力
制
御
が
行
わ
れ
た
。

国
な
ど
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
出
力
制

御
量・時
間
の
見
通
し
を
周
知
し
て
お
り
、

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
開
始
す
る
事

業
者
は
出
力
制
御
の
見
通
し
を
踏
ま
え

た
事
業
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

九
州
電
力
と
再
エ
ネ
事
業
者
は
出
力
制

御
訓
練
を
複
数
回
実
施
し
、
連
携
強
化

に
も
努
め
て
い
る
。

　
本
市
は
、
響
灘
地
区
に
風
力
発
電
な

ど
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
集
積

を
図
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠
点
化
推
進

事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
量
政
令
市
ト
ッ
プ
を

目
指
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　
　
教
育
予
算
の
拡
充
を
含
め

　
　
　
　
　
た
教
育
行
政
に
対
す
る
見

解
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
平
成
１９
年
の
市
長
就
任
以

　
　
　
　
　
来
、
中
学
校
完
全
給
食
の

実
施
、
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
な

ど
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
こ
の
ほ
か
、

教
育
委
員
会
と
協
議
し
、
大
規
模
改
修

等
の
学
校
施
設
老
朽
化
対
策
な
ど
を
進

め
て
き
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
が
、
教
員

の
確
保
や
人
材
育
成
を
進
め
る
と
と
も

に
、
引
き
続
き
業
務
改
善
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
。ま
た
、英
語
教
育
早
期
化
・

教
科
化
へ
の
対
応
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整

備
な
ど
に
も
、
適
切
な
対
応
が
必
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
視
点
を

踏
ま
え
た
学
校
教
育
な
ど
を
し
っ
か
り

進
め
て
欲
し
い
と
期
待
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
、
教
員
が
よ

か
っ
た
と
思
え
る
環
境
整
備
の
た
め
、

必
要
な
予
算
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
現
時
点
で
危
険
度
が
高
い

　
　
　
　
　
と
判
断
さ
れ
た
５２１
件
の
空

き
家
に
つ
い
て
今
後
の
対
応
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
空
き
家
を
放
置
し
て
い
る

　
　
　
　
　
所
有
者
等
へ
の
対
応
は
、

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
倒
壊
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
な
ど
保

安
上
危
険
な
状
態
で
あ
る
空
家
等
を

「
特
定
空
家
等
」
に
認
定
し
、
勧
告
や

命
令
、
代
執
行
な
ど
必
要
な
措
置
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
勧
告
を
行
っ
た
「
特
定
空
家
等
」
の

敷
地
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税
の
住

宅
用
地
の
特
例
対
象
か
ら
除
外
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
が
、
既
に
６
件
に
つ
い
て
勧

告
し
て
い
る
。
加
え
て
、
命
令
違
反
し

た
者
に
は
過
料
を
課
す
こ
と
も
で
き
る
。

ま
た
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
よ
う
命

令
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
対
応
が
な
さ

れ
な
か
っ
た
１
件
は
、
代
執
行
を
実
施

し
た
。

　
今
後
も
、
法
的
な
措
置
を
講
じ
る
な

ど
必
要
な
対
応
を
行
い
た
い
。

　
　
　
　
　
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
の
取

　
　
　
　
　
り
組
み
の
中
で
、
障
害
者

の
文
化
芸
術
活
動
の
推
進
を
掲
げ
て
は

ど
う
か
。

　
　
　
　
　
平
成
３０
年
８
月
、２
０
２
０

　
　
　
　
　
年
の
「
東
ア
ジ
ア
文
化
都

市
」
の
国
内
都
市
に
選
定
さ
れ
、
伝
統

芸
能
や
文
学
、
現
代
ア
ー
ト
、
メ
デ
ィ

ア
芸
術
な
ど
様
々
な
文
化
芸
術
イ
ベ
ン

ト
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
中
の
重
要
な
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

障
害
の
あ
る
人
の
文
化
芸
術
に
関
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
も
、
音
楽
や
絵
画

な
ど
の
発
表
の
場
を
提
供
し
、
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
を
広
げ
る
「
障
害
者
芸
術

祭
」
の
開
催
な
ど
、
様
々
な
活
動
支
援

や
市
民
の
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
理

解
を
深
め
、
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
東
ア
ジ
ア
文

化
都
市
で
も
、
障
害
の
あ
る
人
と
健
常

者
が
共
に
文
化
芸
術
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
な
視
点
を
踏
ま
え
、検
討
を
進
め
た
い
。

　電
力
会
社
が
発
電
事
業
者
に
発
電
設
備

か
ら
の
出
力
停
止
ま
た
は
抑
制
を
要
請
し
、

出
力
量
を
管
理
す
る
制
度
。

＊
出
力
制
御

＊

次回の定例会の日程は、市議会ホームページでご確認ください。
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障
害
者
の
文
化
芸
術
活
動
の

推
進

議

　員

市

　長

九
州
電
力
に
よ
る
出
力
制
御

の
影
響



次回の定例会の日程は、市議会ホームページでご確認ください。市議会だよりは、電子書籍版「Fukuoka ebooks」（フクオカイーブックス）、「ちいき本棚」、「eBPark九州・山口」、「マチイロ」でご覧いただけます。
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□１８２２００１F

年

　本会議では、各会派から次の25人の議員
が質疑・質問を行いました。
（発言順。掲載記事の順番とは異なります。）

日本共産党
日本共産党
日本共産党
ハートフル北九州
ハートフル北九州
公 明 党
公 明 党
自由民主党
自由民主党
公 明 党
公 明 党
ふくおかネット
希望と未来
日本共産党
日本共産党
自由民主党
自由民主党
ハートフル北九州
ハートフル北九州
ハートフル北九州
ハートフル北九州
日本共産党
自由民主党
公 明 党
公 明 党

藤　元　聡　美
山　内　涼　成
大　石　正　信
三　宅　まゆみ
白　石　一　裕
松　岡　裕一郎
木　畑　広　宣
村　上　幸　一
奥　村　祥　子
渡　辺　修　一
岡　本　義　之
讃　井　早智子
村　上　さとこ
高　橋　　　都
出　口　成　信　　　
吉　村　太　志
宮　﨑　吉　輝
中　村　義　雄
浜　口　恒　博
河　田　圭一郎
福　島　　　司
荒　川　　　徹　　　　　
上　野　照　弘
中　島　隆　治
冨士川　厚　子　
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視覚障害（1級か2級）のある方に、市議会だよりの点字版、テキスト版
CD（※）、音声版CDなどを無料でお届けします。
※テキスト版CDの視聴は専用ソフトが必要です。

聴覚障害のある方が本会議の傍聴を希望する時は、要約筆記者や手話
通訳者の派遣先を紹介しています。事前にお問い合わせください。

お　知　ら　せ

【問い合わせ先】 市議会事務局総務課 ☎582-2621　FAX 561-1021

【問い合わせ先】 市議会事務局政策調査課 
　　　　　　　 ☎582-2632　FAX 582-2685

可決した意見書
　市議会では、市政や市民生活に関わりの深い事柄について改善を求
める等のため、国や関係機関への意見書の提出や決議を行っています。
　今定例会では７件の意見書を可決しました。
　その件名の一部をご紹介します。
無戸籍問題の解消を求める意見書
放課後児童クラブの質の確保を求める意見書

○
○

北九州市子どもを虐待から守る条例を可決！

「カフェトークin北九州 ～議員とまちを語ろう～」 を開催！

　昨今頻発している子どもへの虐待は、その健やかな成長に影響を与える人権侵害であり、市、地域住民、保護者及び関係機関が連携して、虐待から
子どもを守ることが求められています。このような中、議会としても、議員提案による条例を制定することで、子どもを虐待から守るという議会の意思を
明確にし、市民の意識を高めていくことが大事であると考え、全ての会派から選出された議員により平成30年7月26日に「子どもを虐待から守る条例
プロジェクトチーム」を設置しました。
　このプロジェクトチームで１１回にわたる検討を行った後、条例素案を保健病院委員会に引き継ぎました。保健病院委員会ではさらにパブリックコメ
ントの実施や条例素案の審査を行い、条例案をとりまとめて12月定例会において全会一致で可決しました。

　平成30年10月28日(日)、小倉北区砂津のチャチャタウン小倉において、市民の皆さんに市議会をもっと身近に感じてもらうことを目的に、本市の課
題の一つである「人口減少」をテーマにしたトークイベントを北九州青年会議所と共催で開催しました。基調講演後、市議会を代表して登壇した議員と
地元愛を持った若者によるパネルディスカッションや、来場者との意見交換会などが行われました。
　当日は、秋晴れのもと、多くの来場者にお越しいただき、若者からの政策提案や厳しい意見などに対して、議員も熱心に答えていました。

請願・陳情の審議結果
　平成30年12月定例会では、請願1件、陳情5件が提出され、いずれも
継続審査となりました。

　こ
の
市
議
会
だ
よ
り
で
は
、本
会
議
で

の
質
疑・質
問
と
答
弁
の
要
約
し
た
も
の

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　詳
細
な
会
議
録
は
、3
月
上
旬
以
降
、市

立
文
書
館
、中
央
図
書
館
、門
司
・
小
倉

南・若
松・八
幡・八
幡
西・戸
畑
図
書
館
、

市
議
会
事
務
局
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　ま
た
、市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

1
月
下
旬
か
ら
会
議
録（
速
報
版
）が
掲
載

さ
れ
ま
す
。な
お
、会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

で
の
閲
覧
は
、3
月
下
旬
頃
と
な
り
ま
す
。

本会議での質疑・質問と答弁ミ
ク
ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム

北
九
州
の
活
用

健
康
づ
く
り
の
推
進

1～3面

4面

本会議での質疑・質問と答弁

本会議での質問と答弁

「カフェトークin北九州 
～議員とまちを語ろう～」 を開催！
可決した意見書 など

北九州市子どもを虐待から守る条例
を可決！

主
な
内
容

門司港レトロ地区のイルミネーション（平成31年3月17日まで開催中）

１２月
定例会が
開かれました

　
　
　
　
　
ワ
ー
ル
ド
ラ
グ
ビ
ー
女
子

　
　
　
　
　
セ
ブ
ン
ズ
シ
リ
ー
ズ
の
成

果
及
び
３
年
連
続
で
誘
致
に
つ
な
が
っ

た
要
因
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
同
大
会
の
２
年
連
続
開
催

　
　
　
　
　
を
通
じ
て
、
世
界
一
流
の

プ
レ
ー
を
直
に
観
る
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
へ

の
関
心
や
意
欲
を
高
め
ら
れ
た
こ
と
な

ど
の
成
果
が
あ
っ
た
。

　
平
成
３１
年
４
月
に
３
回
目
の
開
催
が

決
定
し
た
要
因
と
し
て
は
、
過
去
の
大

会
な
ど
を
通
じ
て
開
催
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

得
ら
れ
、
運
営
や
広
報
、
学
校
交
流
事

業
な
ど
ソ
フ
ト
面
で
の
支
援
が
円
滑
に

行
わ
れ
た
こ
と
、
ス
タ
ジ
ア
ム
が
新
幹

線
駅
に
近
く
利
便
性
に
優
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
主
催
者
に
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
具
体
的
な
成
果
と
課
題
、

　
　
　
　
　
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
未
来
人
材
支
援
事
業
は
、

　
　
　
　
　
大
学
新
卒
者
等
の
優
秀
な

人
材
確
保
を
目
的
に
、
市
が
認
定
す
る

企
業
へ
の
就
職
と
市
内
定
住
を
条
件
に

奨
学
金
の
返
還
を
最
大
５４
万
円
支
援
す

る
も
の
で
あ
る
。
開
始
し
た
平
成
29
年

度
は
、
３０１
名
の
応
募
が
あ
り
、
最
終
的

に
２０４
名
が
認
定
企
業
に
就
職
し
、
そ
の

う
ち
市
外
出
身
者
が
９３
名
を
占
め
て
い

る
。
市
内
大
学
の
地
元
就
職
者
数
も
前

年
比
で
６１
名
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
事

業
に
よ
る
一
定
の
効
果
が
あ
り
、
社
会

動
態
の
改
善
に
寄
与
し
た
と
考
え
る
。

　
課
題
と
し
て
は
、
事
業
の
内
容
や
利

用
方
法
が
学
生
に
十
分
に
知
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
、
学
生
と
認
定
企
業
と
を
直
接
マ

ッ
チ
ン
グ
す
る
専
任
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

立
て
、
企
業
の
魅
力
や
強
み
を
学
生
と

市
内
大
学
就
職
担
当
者
に
直
接
ア
ピ
ー

ル
す
る
事
業
を
開
始
し
た
。

　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
と
も

　
　
　
　
　
連
携
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
等
の
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
本
市
で
は
、
幅
広
い
年
代

　
　
　
　
　
の
市
民
に
健
康
づ
く
り
の

き
っ
か
け
と
し
て
い
た
だ
く
目
的
で
、
平

成
３０
年
９
月
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ア
プ
リ
「
ＧO

！

ＧO

！
あ
る
く
っ
ち
ゃ
Ｋ
ｉ
ｔａ
Ｑ
」
を

リ
リ
ー
ス
し
た
。

　
こ
の
ア
プ
リ
は
、
歩
数
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
景
品
が
当

た
る
抽
選
に
参
加
で
き
る
も
の
で
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
つ
方
に
は
手
軽
に
参

加
で
き
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
の
市

民
の
健
康
管
理
ツ
ー
ル
と
し
て
幅
広
い

活
用
の
可
能
性
が
あ
る
。ま
た
、ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
等
の
利
用
や
健
康
づ
く
り
関

連
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ア
プ
リ
の
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
こ
と
な
ど
の

検
討
を
行
う
。

　
　
　
　
　
高
さ
３ｍ
以
上
の
人
工
が

　
　
　
　
　
け
で
人
家
２
戸
以
上
の
場

合
は
、
が
け
崩
れ
対
策
を
本
市
で
独
自

に
行
う
べ
き
。

　
　
　
　
　
平
成
３０
年
の
豪
雨
災
害
を

　
　
　
　
　
受
け
、
県
は
自
然
が
け
の

高
さ
が
５ｍ
以
上
、
人
家
５
戸
以
上
の

箇
所
で
対
策
を
実
施
す
る
「
災
害
関
連

緊
急
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
」
を
市

内
７
箇
所
で
行
う
。
こ
れ
に
加
え
、
本

市
で
は
自
然
が
け
の
高
さ
が
５ｍ
以
上
、

人
家
２
戸
以
上
４
戸
以
下
の
箇
所
で
対

策
を
実
施
す
る
「
災
害
関
連
地
域
防
災

が
け
崩
れ
対
策
事
業
」
を
行
う
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
事
業
は
、
国
・
県
が
事

業
費
の
９
割
を
負
担
す
る
財
政
面
で
も

大
変
有
利
な
事
業
で
あ
り
、
最
終
的
な

事
業
実
施
箇
所
は
３０
箇
所
程
度
と
な
る

見
込
み
で
あ
る
。

　
人
工
が
け
対
策
を
独
自
に
行
う
こ
と

は
、
既
に
自
ら
災
害
復
旧
し
た
方
と
の

公
平
性
に
欠
け
る
こ
と
や
新
た
に
多
額

な
財
源
が
必
要
と
な
る
こ
と
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
困
難
と
考
え
て
い
る
。

議

　員

市

　長

未
来
人
材
支
援
事
業
に
つ
い
て

議

　員

市

　長

児
童
虐
待
防
止

議

　員

市

　長

議

　員

保
健
福

祉
局
長

災
害
時
の
が
け
崩
れ
対
策

議

　員

市

　長

プロジェクトチームの奥村祥子座長から保健病院委員会の本田忠弘委員長に条例
素案の受け渡し（平成30年11月7日）

子どもを虐待から守る条例プロジェクトチームと保健病院委員会の議員

　
　
　
　
　
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　
　
　
　
　
と
の
連
携
、
職
員
の
増
員

に
よ
り
、
安
全
確
認
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
体
制
整
備
を
行
う
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　
　
虐
待
通
告
が
寄
せ
ら
れ
た

　
　
　
　
　
際
、子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

や
区
子
ど
も
家
庭
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
、

４８
時
間
以
内
に
児
童
を
目
視
し
安
全
確

認
を
行
っ
て
い
る
。
近
年
増
加
す
る
虐

待
通
告
に
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
同

セ
ン
タ
ー
で
は
初
期
対
応
専
門
ラ
イ
ン

の
設
置
や
児
童
福
祉
司
の
増
員
な
ど
体

制
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。

　
東
京
都
目
黒
区
の
事
件
を
受
け
、
国

で
は
平
成
３０
年
内
に
児
童
福
祉
司
増
員

な
ど
児
童
相
談
所
等
の
体
制
強
化
を
盛

り
込
ん
だ
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
る
予
定

で
あ
り
、
本
市
も
国
の
動
き
と
連
動
し
、

さ
ら
な
る
体
制
強
化
を
図
り
た
い
。

　
社
会
福
祉
法
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど

と
の
連
携
は
、
他
都
市
の
状
況
等
も
踏

ま
え
検
討
し
た
い
。

テーマ「人口減少について」
◆基調講演  「北九州市の人口動態について」

◆パネルディスカッション
●パネリスト

●コーディネーター

〈北九州市議会議員〉
（小倉北区）
（小倉北区）
（門司区）
（戸畑区）

北九州市立大学地域戦略研究所教授 南　博 氏

北九州市立大学地域戦略研究所教授 南　博 氏

佐藤　栄作
松岡裕一郎
奥村　直樹
荒川　　徹
〈北九州若者まちづくりサポーター〉

（九州大学１年）
（常磐高等学校３年）
（九州国際大学付属高等学校２年）
（小倉高等学校１年）

木村　紗彩さん
木元利早子さん
伊藤　尚希さん
榎本　咲子さん

このほか北九州市議会では、祝電や弔電の
自粛を申し合わせています。市民の皆様の
ご協力をお願いします。

市議会の虚礼廃止のご理解を！
公職選挙法では、次のことが禁止されています。

議員や後援会が寄附をしたり、有料のあいさつ広告を出すこと。
議員や後援会が儀礼的な祝儀、香典、供花を出すこと。
議員や後援会がお中元やお歳暮などをすること。
議員が暑中見舞いや年賀状などのあいさつ状を出すこと。
（自筆の答礼は除く。）
市民や団体が議員に寄附などを求めること。

●
●
●
●

●

　12月定例会が12月5日から12月12日ま
での8日間の会期で開かれました。
　市長から75件の議案が提出され、審議の
結果、すべての議案について原案のとおり
決定しました。また、議員から提出された議
案は11件で、うち8件を可決しました。


